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１．要旨

今年度は新型コロナウイルス感染症への対応

のため，感染症対策を徹底した上で，３つの密を

避けるように工夫する必要が生じている．デモン

ストレーション方法の変更，歯学部によるアクリ

ル板パーティションの設置など，我々が実施した

各種対策を紹介するとともに，その対策に関する

学生の評価を紹介する．また，学生に実施したア

ンケート調査結果を検討し，効果的な指導方法を

探索した．

２．緒言

我々は歯科補綴学（冠橋義歯学）の実習を担当

している． 年度に新規実習書を作成して導

入して以来，実習書のわかりやすさや実習書のオ

ンライン化の評価，学生のニーズなどについてア

ンケート調査を行い，本カンファレンスで報告す

るとともに，次年度の実習に改善を加えてきた．

今年度は新型コロナウイルス感染症への対応の

ため，休講期間があった上に，実習現場も感染症

対策を徹底した上で，３つの密を避けるように工

夫する必要が生じている．そのため，我々はデモ

ンストレーション（以下デモ）の方法を変更して

実習を行った．本研究の目的は，実施した実習方

法の効果と今後の問題点を抽出するために，学生

に を利用した無記名アンケート調

査を行い，効果的な指導方法について検討するこ

とである．

３．方法

実習開始前に実習書の実習実施予定ページの

印刷および準備物の把握を学生に依頼した．また，

マスク・グローブ・フェイスシールド（あるいは

ゴーグル）を着用するように指導し，

にも十分注意を払うように指示した．

パワーポイントによる実習の手順の説明後，例年

は各班（学生 ～ 名）に分かれて教員がデモ

を行っていた．今年度は学生の密集を避けるため

に，実習室前方で教員 名によるデモをビデオカ

メラで撮影し，学生は机に配備されたモニターで

見学した．また， 月の学生登校禁止時には，オ

ンラインによる遠隔実習を実施した．それぞれに

ついて初回実習終了時と夏期休暇前の実習終了

時に， によるアンケートを依頼した．（倫理委

員会 ）

４．結果と考察

年度の学生 名中初回実習終了時は

名 の回答を得た．夏期休暇前の実習終了

時は 名 の回答を得た．

実習書のオンライン化に対する評価を図 ，

に示す． 年度は半数以上が使いやすいと評

価し，初回実習終了時と夏期休暇前の実習終了時

の評価に差は無かった．昨年度までは評価が低か

ったが，今年度はオンライン授業が増加し，シス

テムに慣れたため，評価が上がったと考えられた

図図 ： の使いやすさの評価

ったか？ 年度学生：夏期休暇前
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年度のデモの様子（図 ）と 年度の

デモの様子（図 ）を示す． 年度は写真中央

の学生はデモを見るため，教員の周囲に集まって

見学している． 年度は教員 名が前方でデ

モを行い，他の教員は撮影や準備を手伝い，学生

は自席でモニター画面でデモを見る方式である．

ビデオデモの評価は初回も夏季休暇前も ％以

上が の高評価で（図 ），密を避けられるとと

もに，手元が見えるという点から評価されていた

（図 ）．

また 録画した映像をデモとして利用した場

合とライブ映像の場合を比較したところ，判りや

すさや臨場感から，ライブ映像のほうが良いと

％が回答した（図 ， ）．

５．まとめ

歯科補綴学実習では，知識のみでなく，文章や図

表によって表わすことが難しい暗黙知を伝える

必要がある．アンケート結果を元に指導方法にも

改善を加え，学生の教育を行っていきたいと考え

ている．

図図 ： 年度のデモの様子 
っ

た

か

？

図図 ： 年度のデモの様子 
ったか？

図図 ：ビデオによるデモの評価理由

ったか？

年度学生：夏季休暇前

図図 ：録画とライブ映像の比較

ったか？

図図 ：録画とライブ映像の評価理由

ったか？

図図 ： の使いやすさの評価

ったか？

年度学生：初回実習終了時

年度学生：夏季休暇前

年度学生：初回実習終了時

図図 ：ビデオによるデモの評価

ったか？

年度学生：夏季休暇前

ポ
ス
タ
ー
発
表

46―　　― 47―　　―

令和 2 年度　全学FD推進プログラム　第16回大学教育カンファレンス in 徳島 令和 2 年度　全学FD推進プログラム　第16回大学教育カンファレンス in 徳島

ポスター発表P③　13：00～13：30


	B

